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　都市交通から見た豊中市の政策課題　都市交通から見た豊中市の政策課題

　－自治体で考える地域交通政策の必要性－

　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　豊中市政研究所　　土井博司　
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ま　ち　の　現　状　と　問　題　意　識ま　ち　の　現　状　と　問　題　意　識
豊中市交通バリアフリー検討委員会を通して豊中市交通バリアフリー検討委員会を通して

まちの安全は完成途上の段階
　　　通学路における安全問題
　　　歩車分離信号の議論
　　　自転車による歩行者への危害

公共交通の利便性への疑問
　　　物理的バリアとともに制度的なバリア

中心市街地おけるまちの魅力の低下
　　　魅力あるまちと（公共）交通の関係

財政状況の悪化

3

交通事故からまちをみると交通事故からまちをみると

　２，２２４

　２，２０３

　２，３０４

　２，０４７

　１，９３６

事故件数 死傷者数（死者数）　　年　　度

　２，６９６（１３）　平成１４年度

　２，６１９（　８）　平成１３年度

　２，６３９（１２）　平成１２年度

　２，３６０（１０）　平成１１年度

　２，２９５（　８）平成１０年度

大阪府豊中市　統計書より土井作成　

１日平均　７～８件の死傷者が発生
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交通事故年齢別内訳（Ｈ１１年度）交通事故年齢別内訳（Ｈ１１年度）

　１１．８　　２４１　高齢者

　３９．１　　７９９（３）　他

　３７．６　　７６９（６）　若年者

　　６．１　　１２４（１）　高校生

　　５．６　　１１４　子ども

　　率（％）　件数（死者）年齢層別

豊中の交通事故（平成１１年）より土井作成

被害者の６割が、若年層以下と高齢者
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自治体の交通行政自治体の交通行政

福祉行政

・生活支援環境行政

・自動車交通抑制啓発
・低公害車普及促進

土木行政

・道路整備
・歩行者空間整備
・駐車駐輪場整備
・安全啓発

学校教育 商業・産業行政

交通バリアフリー

通学路の安全

道路整備

市民等から
道路整備の要望

環境にやさしい
交通システム
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鉄軌道とまちの関係鉄軌道とまちの関係

261.92.26205,23945.2西宮市

499.03.8452,49519.2伊丹市

354.13.56134,60446.3尼崎市

659.67.1453,29835.7高槻市

257.92.47143,61134.7吹田市

463.34.0631,39012.2箕面市

540.05.0521,08010.1池田市

332.73.55113,66039.1豊中市

面積／駅人口／駅駅数市街地面積(ha)人口（万人）都市名

各市における１駅当たりの人口数及び市街地面積

データは各市のＨＰから引用、土井作成。
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市民の公共交通利用意識市民の公共交通利用意識

休日の移動手段の４割以上が「自動車」　「電車」「バス」合わせて１５％

大阪府交通道路室のホームページ（http://www.pref.osaka.jp/kotsudoro/pt/bun.html）から引用　
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平成１４年度実施「公共交通利用実態調査」から平成１４年度実施「公共交通利用実態調査」から

•調査目的　青年層と子育て層における公共交通に対する利用意識の把握

•調査対象　２０～３４歳までの男女６００人　駅から２～３ｋｍ、１ｋｍに居住

•調査予測　①料金的な改善が利用増加につながる

　　　　　　　②幼児期は電車等に愛着を持ち、外出時に公共交通を選択

•回収率　　　２８１サンプル　４６．８％　実施時期２００２年８月～９月

•協力　　　　　龍谷大学社会学部と共同で実施

37.95042.7　 67　　男

100.0132100.0152　合　計

62.18257.387　　女

割合（％）　　数割合（％）　　 数

　新千里南町　柴原・宮山町
　性別

対象者属性
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調査結果（料金改善について）調査結果（料金改善について）

市内－梅田１日８００円券（柴原・宮山町）

34%

3%

52%

11%

公共交通増加 増えないが使い良い

変わらず不便 無記名

市内－梅田１日800円券（新千里南町）

5%

23%

22%

50%

公共交通増加 増えないが使いやすい

変わらず不便 無記名
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政策転換に向けて政策転換に向けて

新しい政策目標の設定

土木

福祉

環境

商工

現行施策目標の評価
時代・ニーズの分析
新しい施策のあり方

市民との関係構築

教育

・「人」優先の考え方の確認
・安全なまちを完成させる具体策

・実施主体のあり方

現在の施策

新しい施策展開と
マネージメント

市民等・行政と協働評価
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福祉系
バリアフリー

福祉移動と公共交通

土木系
交通需要管理
道路構造の改変

公共交通活性化支援

環境系
交通需要管理
低公害車の普及

商業系
公共領域の拡大
トランジットモール化

教育系
交通環境教育
幼少年時から成人

総合的な交通体系の構築
安全で快適な暮らしを守る

「人」を中心とした機能的な交通システム

公安委員会との連携
生活道路におけるクルマ速度抑制

公共交通運行の円滑化

政策視点から見た方向性政策視点から見た方向性
クルマ中心から人へクルマ中心から人へ
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政策課題の論点政策課題の論点

生活交通はどうあるべきか

　　　必要不可欠な機能と質を高める要素

安全な街のための自動車利用のあり方

　　　「自分、他人、街、地域を守る」

代替手段のあり方

　　　自動車利用から転換を促す生活交通手段

　　そして引き続き議論されるべきポイント

財源配分、合意形成、周辺市や関係機関との連携
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地域連携の必要性地域連携の必要性

市民の行動範囲の広域化

　　広域的な生活圏を支える交通を確立するために関係す
　る都市の連携は必須

都市共通課題の取組み（政策効果の向上）

　　自動車交通の抑制は広域的な実施によって効果
　　　公共交通の活性化・維持と福祉サービスの融合
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まとめ（都市交通問題の解決には）まとめ（都市交通問題の解決には）

市民
行政 大学

ＮＰＯ

地域社会

企業市民

関係機関

周辺都市

交通事業者

都市交通政策

交通政策の策定とマネージメント


